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 論文内容、要旨
 北部北上山地は大別して古生界・中生界及びこれらに貫入する深成岩類・第三系に伴なう火山岩
 類・第四系から成る。そしてこの地域は構造地質学的には北上山地南部古生層と北部古生層の境界
 となっている早池峯構造帯から北東方に向かコて北部北上帯・岩泉帯・田老帯に区分される。てれ
 らの地域に関しての層位学的研究はかなり詳細に進められているが,岩石学的研究は余り多くなく,
 変成岩岩石学的に取り扱われたのは三陸沿岸部を研究したもの(守屋,1969)を除いて全くないb
 著者は本論文に於いて盛岡地域・葛巻地域三陸沿岸地域の3地域を選んで,これらの地域の主とし
 て火山岩頚を野外調査・顕微鏡観察,x線,化学分析などに依って変成岩岩石学的に研究を進め,
 構造地質学的特性を反映した低変成岩類が広域に亘コて分布しているのを認めた。そこで,著者は
 岩石学的記載,岩石化学成分,構成鉱物の光学的性質などのデータを礎にこれらの変成作用の性質
 を究明しようとしたものである。
 盛岡地域は早池峯構造帯の中にあって,粘板岩,砂岩,チャート,緑色火山岩類と花崗閃緑岩・
 超塩基性岩から成る。地層の傾斜は60～80。E又はWで走向はN20～10。Wで大局的には弧状
 配列を呈しているが部分的には小断層と褶曲の繰り返えす複雑な構造が認められる。古生物学的研
 究より,これらの堆積物は石炭紀に属すると考えられている。岩相的には浅岸・宇曾沢断層によっ
 て2っの帯に分けられ,この断層の北部は絶色火山岩類の卓越する地域,南部は砂畢の卓越する地
 域'eある。緑色火山岩類は片状又は塊状で凝灰岩,凝灰角礫岩,溶岩から成り,流紋岩質～玄武岩
 質のものまである。葛巻地域は北部北上帯と岩泉帯とを境する葛巻構造線の西側にあり,チャート,
 粘板岩,砂岩,緑色火山岩類,第三系火山岩類,紛岩岩脈から成る。地層は45～80。E又はWの
 傾斜,走向はN15～50。Wを持つ。一般的な走向は北西方向てあるが,微褶曲・小断層などが複雑
 に発達しており,本地域の東側には西から東へせり上がる衝上断層がある。この地層は二畳紀中期
 を中心とする地向斜堆積物'で,岩相的には黒森・葛巻断層に依コて2帯に分けられる。北部には緑
 色火山岩頚が卓越し、南部ではそれが少なく,粘板岩,砂岩が優勢になる。緑色火山岩類は層状,
 片状構造を呈し,石英安山岩質～玄武岩質の凝灰岩、溶岩である。三陸沿岸地域は田老帯に属する
 太平洋沿岸部にあコて火山岩類,黒色頁岩,砂岩などから成る白亜紀初期の地向斜堆積物である。
 この地層の走向はN20～30。W,傾斜50～80。Wである。火山岩類は石英安山岩質～安山岩質のも
 ので凝灰岩,凝灰角礫岩,溶岩として存在する。これら3地域の低変成岩類ID原岩は火山岩類のみ
 ならず,泥砂質の堆積岩及びチャートから成コていて,そして変成/乍用の度合が極めて弱いため,
 これらの変成岩類は再結晶'も不完全で,例えば玄武岩質～安山岩質のものに於いては斑晶角閃石,斑
 晶輝石などが残留鉱物として存在し,斜長石などは成分の変化なく残留していることもある。この
 ため変成鉱物の光学的性質をはじめとする諸性質の決定は極めて困難てあった。
 盛岡地域にみられる特徴的な変成鉱物の組み合わせば,緑泥石一パンペリー石,緑泥石一アクチ
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 ノ閃石一パンペリー石,緑泥石一ブドー石一パンペリー石,緑泥石一緑簾石一パンペリー石,緑泥
 石一アクチノ閃石一緑簾石一スチルプノメレーンなどである。これらの鉱物組み合わせばGoombs
 (1960)の定義したブドウ石一パンペリー石変グレイワッケ相に相当するものである。葛巻地域
 の特徴的な鉱物組み合わせば,緑泥石一アクチノ閃石,緑泥石一アクチーノ閃石一緑簾石,緑泥石一
 アクチノ閃石一緑簾石一アルカリ角閃石,緑泥石一アクチノ閃石一緑簾石一アルカリ角閃石一スチ
 ルプノメレーン,緑泥石一緑簾石一スチルブノメレーンで,これらの鉱物組み合わせば翫yashiro
 andSekir1958】の定義した緑簾石一藍閃石亜相に相当するものであろう。三陸沿岸地域は
 特徴的な鉱物組み合わせに依って緑泥石一緑簾石一ステルプノメレーン,緑泥石一緑簾石,緑泥石
 一アクチノ閃石一緑簾石,緑簾石一パンペリ石である帯と緑泥石一アクチノ閃石一緑簾石,緑泥石
 一アクチノ閃石である帯の2つに分帯され,これらの鉱物組み合わせばブドウ石一パンペリ石変グ
 レィワッケ相→ア〃チノ閃石一緑簾石緑色片岩相へと累進変成していることを示している。次に変
 成鉱物のうち特徴的に産出するブドウ石,パンペリー石,アルカリ角閃石について述べる。これら
 の鉱物は変成鉱物のうちでも結晶の発達が悪く,そ'のために光学的性質の一部,x線紛末データ,
 顕微鏡観察が主で,化学成分を決定するには至らなかった。ブドウ石は盛岡地域と三陸沿岸地域の
 低温部に認められる。この鉱物は斜長石を交代したり,脈又は葉脈状,火山岩のマトリックスなど
 に生成している。これらの産状の相違は光学的性質に影響がなく,共生する鉱物は曹長石,緑泥石,
 方解石,石英で時にパンペリー石,緑簾石が加わる。主なる鉱物学的性質はα之1.631,〃=L641,
 r=L665・2ゾx=68。・格子定数a=4・64A・b=5・417A・c=1・847Aである。
 'パンペリー石はブドウ石と共に盛岡地域と三陸沿岸地域に産する。この鉱物は輝石,斜長石を交代
 したりして産し,緑色を呈し強い多色性を持つ細粒結晶集合体である。光学的性質は2V、=42～
 46。,r-1.708～1.709,Fe203@七.%)一エ0である。ア・レカリ角閃石は葛巻地域にのみ認めら
 れる最も特徴的な変成鉱物で,了クチノ閃石,残留角閃石と共生することが多い。その他の共生鉱
 物は緑泥石,緑簾石,スチルブノメレーン,石英、曹長石,絹雲母,リューコキシンである。ア'レ
 カリ角閃石は鏡下では紫～青色を呈し,2V、=59～76。,r=L663～1.669でク・ス閃石に相当
 するものである。
 岩石化学的特性を調べるために口個の岩石が化学分析された。盛岡地域のものは穐。(±)を
 補正して(Na20+k20)一SiO2図にブ・ットするとア・レカリ岩系の範囲に入るのが認められた。
 一方,葛巻地域のものについては残留単斜輝石の光学的性質から了'レカリ岩と予想される。又,こ
 の地域のアルカリ角閃石を含むものと含まないものに分けて・それ等を(Aユ203)一(eaO)一一
 (FeO十MgO)図,(Na20)一(MgO)一(FeO)図,(Na20十K20)一(FeO十Fe203)一
 (MgO)図,Fe203、/FeO図を用いて他地域と比較した。その結果、本地域のア'レカリ角閃石を
 含有する岩石の特徴としてはNa20の含有量が高く,Fe203、■FeO比が高いことが認められた。
 盛岡地域でみた低変成作用はCoombs(1960)の説明する様な,埋没深度のみによって累進す
 る埋没変成作用では説明でき左い。本地域の変成作用は構造帯という特殊な条件が生じせしめた
 PH20/Pl。、d比が低いという環境で脱水反応を促進せしめた。そして又,この変成相の低変成
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 北部北上山地の鉱物相系列の関係
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 相に相当する沸石相の欠除はPH2し)/PCO、比が低いことに依るのであろう。高変成相に相当する
 緑色片岩相の欠除は温度が生成温度にまで上昇しなかった為であろう。最近,ブドウ石一パンペリー
 石変グレィワッケ相に相当するものは環太平洋地域をはじめ世界の多くの地域で認められ,埋没変
 成作用の他に.も種々のタイプの変成f乍用が報告された(」olly,1970,SeKie七al.,
 1971)。しかし,この地域でみるような構造帯の中に変成作用が認められ,構造運動が強くそれ
 を支配した例はない。これはPackhame七al.(1960)のいう典型的な埋没変成作用と造山
 運動に依る広域変成作用の中間的性格を有するものとみることができよう。葛巻地域でみられたク
 ・ス閃石の出現する変成作用は本論文中で特に重要である。鉱物共生から推定してこの地域の変成
 条件は三波川変成作用のもの程,圧力は高くなく,緑色片岩媚の低圧部に相当するものと思われる。
 なぜなら,・一ソン石・ヒスイ輝石の欠除,パンペリー石一了クチノ閃石などの鉱物共生が認めら
 れないからである。r般に,この種の鉱物は藍閃石一・一ノン石片岩相や緑色片岩相の高圧部にの
 み,則ち,それは藍晶石一紅柱石平衝曲線(Miya3hiro,1961)より高圧の条件でのみ安定
 といわれている。そこで本地域の様に低圧部に生成せしめた要因は何なのか。これは前述した様に
 化学的条件(国a20が高く・Fe203/FeO比が高い)とPH20/Pl。、d比が低いことであり・
 これらの条件は葛巻構造線の形成に至コた構造運動に依ってもたらされたと考えることが適当であ
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 る〇三陸沿岸地域の低変成作用は埋没深度に支配されたもので層序的に下部へ行くに従って変成度
 が上昇していることから,典型的左埋没変成作用と考えられる。以上,3地域で観察・検討したこ
 とから,北部北上山地の低変成f乍用は付図に示した如く,200。C,2～3Kb程度の温度,圧力条件
 下で行なわれたもので,地域毎の鉱物共生の差異はPH20/P!。、d比の差異を反映していると考
 えられる。
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 論文審査結果の要旨
 守屋資郎提出の学位申請論文は「北部北上産地の低変成岩類」と題するもので,従来北上山地の
 変成岩類に就いての岩石学的研究はほとんどおこなわれていなく,特に低変成岩類についてはその
 存在すらも明確にされていなかった。
 北上山地は構造地質学的には北西一南東方向の早池峯構造帯で南北に区分されているカ㍉守屋は
 北部北上山地の盛岡,葛巻及び三陸沿岸の3地域を選んで,主として火山岩類の野外調査.顕微鏡
 観察,x線,化学分析などに依って岩石学的研究をおこない,初めて低変成岩類の存在を認めた。
 盛岡地域は早池峯構造帯中にあり,本地域の特徴的な変成岩類の鉱物組合せは,緑泥石一パンペ
 リー石,緑泥石一了クチノ閃石一パンペリー石,緑泥石一ブドウ石一rパンペリー石,緑泥石一緑簾
 石一パンペリー石,緑泥石一アクチノ閃石一緑簾石一スチルプノメレンなどである。これらの鉱物
 組合せはCoombs〔1960)の定義したブドウ石一パンペリー石変グレィワッケ相に相当するものとしてレ為
 葛巻地域の低変成岩頚の鉱物組合せは,緑泥石一アクチノ閃石,緑泥石一アクチノ閃石一緑簾石,
 緑泥石一アクチノ閃石一緑簾石一アルカリ角閃石一スチルプノメレン,緑泥石一緑簾石一スチルプ
 ノメレンで,これらの鉱物組合せはMiyashiroandSeki(1958)の定義した緑簾石一藍
 閃石亜相に相当するものと推定している。
 三陸沿岸地域では緑泥石一緑簾石一スチルブノメレン,緑泥石一緑簾石,緑泥石一アクチノ閃石一
 緑簾石,緑簾石一パンペリー石の鉱物組合せを持つ低変成岩類を発見し,これらの鉱物組合せから
 ブドウ石一パンペリー石変グレイワ,ケ相からアクチノ閃石一緑簾石緑色片岩相へいたる累進変成
 をお・こなったことを明らかにした。
 これら3地域の低変成岩類の岩石化学的研究の結果から,変成条件の考察をむこない,盛岡地域
 のものは典型的な埋没変成作用と造山運動に依る広域変成作用との中間的変成条件の生成物と考え
 ている。葛巻地域のものは三波川変成作用のもの程圧力は高ぐなく,緑色片岩相の低圧部に相当す
 る変成条件下で生成したものと推定し,三陸沿岸地域の低変成作用は埋没深度に支配されたもので,.
 層序的に下部に行く程変成度が上昇していることから典型的な埋没変成作用と考えた。
 北部‡ヒ上山地のこれら3地域では200℃,2～3kb程度の温度,圧力条件下で変成作用がお
 こなわれたと結論している。
 以上の結果は北上山地の低変成岩類について新知見を与え,今後の研究に新しい指針を示したも
 ので,この方面の進歩に貢献したものと考えられる。
 よって審査員等は守屋資郎提出の学位論文を合格と判定する。
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